
 

家計調査結果発表 年間魚介類支出額は4年連続マイナス 

、このほど平成13年の家計調査結果を発表しました。 

と、13年の全国1世帯当たりの年間魚介類支出額は、前年に比べ3.7％減の10

1万円を割込み、4年連続の減少となりました。生鮮魚介で4.5％減、塩干魚介

肉ねり製品も減少するなど、各部門で軒並み落込みました。 

ると、サンマ、カニ、ブリ以外は前年を下回り、特にタイとイカ、アジ、イ

タの落込みとなりました。貝類はカキとホタテガイで増えたものの、アサリ

少し、塩干魚介はシラス干しを除き前年を下回ったほか、魚肉ねり製品もち

こなどで減少しました。 

の購入数量ではサンマ、ホタテガイ、サケなどで前年を上回ったものの、カ

アジなどで大幅に減少しました。 

度魚介類中のダイオキシン類実態調査結果 

、このほど平成12年度魚介類中のダイオキシン類の実態調査結果を発表しま

と、調査魚介類(101検体)のダイオキシン濃度の単純平均はほぼ前年並みの0.

ラム)で、魚介類を含む食品からのダイオキシン類摂取量は耐用1日摂取量(Ｔ

響を及ぼすことはないものとの見解が示されました。 

pg、貝類が0.129pg、甲殻類が0.563pg、その他水産動物が

g、遠洋・輸入は0.693pgとなっています。 

うち13検体で1pgを超え、中には6.448pgや10.109pgとい

した。 

のお知らせ 

ーを学ぶとともに、漁協職員としての自覚を高め、その

ことを目的に、来る3月27日(水)～28日(木)の両日、県水

産会館におい

▽研修内容：

備開発事業費：582百万円 ▽県単独農林水産業振興事業費助成：801,909千円 ▽水産物

産地流通加工施設高度化対策事業費助成：185,046千円 ▽水産業共同施設整備費助成：28

百万円 ▽地域水産物流通機能強化促進事業費助成：5百万円 ▽沿岸漁業漁村振興構造改
っており、健康に影

ると、魚類が0.789

また国内産は0.619p
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を示すものがありま
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５．第79回漁

 本会では、

職務に対する

１．県下沿海地区漁協 役員改選のお知らせ 

 去る2月に総(代)会等を開催した沿海地区漁協のうち、これまでに任期満了による役員改

選を行った漁協の組合長、常勤役員等が、次のとおり決定しましたのでお知らせします。 

漁協名 代表理事組合長 そ  の  他  役  員 

初   島 

仁 科 浜 

内   浦 

静   浦 

沼津我入道 

小   川 

坂 井 平 田      

山本新一(再) 

鈴木一義(再) 

原田正敏(再) 

佐藤吉明(再) 

真野喜久太郎(再) 

橋ヶ谷善生(新) 

森田久四郎(再) 

 

 

大沼富久(専務・再) 

真野克己(専務・新) 

鈴木明夫(専務・再) 

小池福松(専務・新)、柴原慶治(常務・新) 

矢部久男(専務・再) 

  ※ 小川漁協は橋ヶ谷金次組合長の退任に伴う互選 

２．平成14年度県当初予算案発表 

 県では、このほど平成14年度当初予算案を発表し、水産関係は総額86億2,592万4,000円

(対前年比83.2％)で、うち一般会計が84億9,092万4,000円、特別会計が1億3,500万円とな

っています。なお、主要事業は次のとおりです。 

▽守り育てる漁業指導費：13,792千円 ▽栽培漁業推進特別対策出捐金：50百万円 ▽つ

りく育てる漁業推進事業費：14,004千円 ▽新漁業管理制度実施事業費：9,949千円 ▽県

営漁港整備事業費：2,799百万円 ▽県営漁港海岸整備事業費：431百万円 ▽沿岸漁場整
て第79回漁協新職員研修会を開催致しますのでお知らせします。 

①静岡県の水産業と漁協組織 ②漁協の事業 ③漁協職員としての心構え他

習 ▽受講対象者：新規採用者(新卒者に限らない) ▽定員：

たり2,000円 ▽申込期限：3月18日(月)必着 ▽申込・問合

L 054-254-6011 FAX 054-253-9343 

)～3月18日(月)）           －既報分省略－ 

＝臨時総代会 (県水産会館) 

員会、幹事会、企画委員会 (静岡市・ブケ東海静岡) 

協議会＝代表幹事会 (県水産会館) 

5回県漁協婦人部大会 (静岡市・あざれあ) 
④ＮＴＴ電話・応対マナー講

20名程度 ▽参加費用：1人当

せ先：本会指導部組合課 TE

６．諸会議・日程（3月4日(火

3月12日(火) 県漁船保険組合

3月13日(水) 県養鰻協会＝役

3月14日(木) 県おさかな普及

3月15日(金) 県漁婦連＝第4

善事業費：117,730千円 ▽静岡県水産加工品総合品評会開催費助成(新規)：900千円▽漁

業高等学園管理運営費：38,210千円 ▽漁業近代化資金利子補給金：204,900千円 ▽漁業

経営対策資金貸付金：466,667千円 ▽駿河湾深層水総合利用推進費：500百万円 ▽駿河

湾深層水供給施設管理事業費：12百万円 ▽プロジェクト研究(深層水)：24百万円▽しず

おかマリンロボシステム運営事業費：14百万円 ▽水産関係試験場試験研究費：69,171千

円 ▽マリンエコキッズ・グローアップ事業(新規)：4百万円 ▽榛南地域水産振興対策事

業費：15百万円 ▽漁港環境美化推進事業費：27,700千円 ▽漁民の森づくり活動推進事

業費助成：3百万円 


